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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Abstract

　We 　inteれded　to　get　one 　method 　to　 measure 　 actual 　 pressure　 occured 　 on 　fore　 poppet　 of　ship

d胝ring 　its　 launching ．　 It　is　almost 　 impossible　to　 con 丘rm 　 actual 　pressure 　a 皿d　 its　 v 母riation 　 op

fore　poppet　based　on 　travel，　and 　tbere　has　been　 no 　simple 　and 　 reliable 　method 　to　 co 面 rm  hem

so　far．　 Here　 we 　have　devised　 one 　 method 　there−of ．　 Four　steel 　Ioad　ceUs 　are 　used 　 as　 one 　unit

having 　stra 孟n 　gages 　pasted 　around 　its　side 　and 　put　 aline 　in　a 　且at　 steel 　 box ．　This　unit 　iミ

inst盛 ed 　between 輌 ode ロ fore　poPPet 　and 　sliding 　way 　at　six 　pQints．　 We 　cpu1d 　measu ．re 　agtuar

pressure　and 　its　variation 　of 　the　above 　six 　points　at　 both　of 　port　and 　starboard 　 side トy　this

device．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 IJ 序 　　　　 論

　進水時，fore　poppet に か か る実際の 圧力，及 び走行泣置との 関係を 計算を 以て求め る こ とは 困難で あ り，又

適当な 計測方法も見受け られ な か つ た 。 こ こ に strain 　gage を 用 い た load　cell を 以 て 比較的簡単か つ 安全な

装置を 考案 して 現在迄 2船 に つ い て 計 測 した の で 其 の 方 法及 び 結果に つ い て 述べ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2． 計　測　方 法

　lead　 cell 　 4個を鋼製の 箱中に 入 れ ，こ れ を 1組 と し，計測 し よ うと す る盤木 の 間 （船首よ り 1，3 ， 5 番 目

の 盤木の 位置両舷，計 6 ヵ所） に設置して，こ れ に か か る圧 力 を 1。ad　cell の 側面 に は つ た strain 　gage の 傳

縮に 依 る電気抵抗の増減に 変換して 計測 した。（第 1，2，3 図参照）

5． 計測を行つ た船及び進水台等
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4． 計　測　装　置

　a ． Load　Ce11鼓口　　　　（第 1 ，2 図 参照）

　図の 様な装置を 用 い た 。 こ の strain 　gage 接続を 第 2 図 lc示す。 こ の 接絖と した時 bridgo の 入 力電圧を ＆，

出力電圧 を Eo とする と

　　　　　　　　　　　恥 静黔
　　　　　　　　こ こ に Σ dR は 全 strain 　 gage の 抵抗変化 の 和

　　　　　　　　　　　R は 各 gage の 初期抵抗 で あ る

こ れは大体全 gage の 平均抵抗変化を示す 。 但 し各 load　 cel1 装置 （load　ce114 個を組合せ箱に 入れたもの ）

毎 に 圧カー
歪 の calibration を 行つ て あ る 。

　b． 勤　　盃 　　計

　新興通信工 業製 DS 　6　R 型 （6 点用） 1 台使用

　計測点　 6 点

　c．　鷹磁 Oscillograph

　三 栄測器製 1〔｝O−A 型 （12 点用） 1台使用

　計測点　6 点　他に trave1 位置回路 1点

　 d．　 Convertor

　共栄電機製 100V ，500　VA 　 1 台使用

　船内に は 進水時電源が ない た め 24V 蓄電池を convertor に て 100　V
，
60　cycle に変換 して 使用 した 。

　e ． 位 置 接点 及 び Switch

　播磨造船所研究部製

5． 計 測

　 a ．　 Calibration

　各 load　ce11 装置 の load−strain を計算で 求 め る こ とは 困難で あ り，又 10ad　cell に strain 　gage を貼付す

る 際 ， 其 の 方向及 び 位置が 完全 に は 同等 で ない た め ，各 load　ce11 装置毎 に Calibrationを行つ て 予 め lead−

strain 　 curve を 求 め た 。 第 1 表は 天光丸の 場合の calibration 　 curve で あ る e

　 b． 輿船罰測

　現在 迄播磨造船所建造 の Dorian 及 び 天光丸 の 2 隻に つ き計測を行つ た 。 装置は 前述 の 如 くで あ るが ，こ れ を

装 備す るた め に 進水工 事に 支障を与えて は な ら尹又進水中 こ れが 外 れ る こ と 等 の ない 様 に 十分安全性も考慮し

：た。

　天光丸計測の 際は こ の 装置を vaseline で 完全 に 密封 して 海水中の 状况も計測 した が ，
　 Dorian の 場合 は 海水

中の 計測は行わ な か つ た 。

　計測計器 は 船内に 積込 み，進水す る船中で 記録を 取つ た 。 船内に は 電源が ない た め ，
convertor 及び 24　V 蓄

電池を 使用 し た 。

　位置接点は 左舷の 固定台に，位置 switch は 滑台 へ 取付け ， 位置の 信号を船内へ 送 る様に した 。

　1。ad 　 cel1 装置の 本体は滑台へ bolt に て 固定 し た 。 上 蓋 は 1117 迄 の 傾斜を許すが 写真及び肉眼判定，又 進水

援 の 10ad　cell の 上 面 を調べ て 見 て も，実際に は滑台及 び 固定台 の 両者 が 撓 ん で ， 殆 ん ど 傾斜 しな い 様 で あ る 。

　 ユ組 の load　 cen 装置内 に は 32 枚 の strain 　gage がは つ て あ る の で ， 絶縁抵抗保持に は 特に注意を払う必

要 があ る 。 天光丸の 場合 は 80M Ω 以上 ，　 Dorian の 場合 は 40　M Ω 以上 で あ つ た。　 vaseline で 密封す る こ と
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は 長期閲
一定り 絶縁抵抗を保つ 上に も， 特に 効果があ る 。

　尚 Dorian に 於 て No ．6 の もの は 都合に 依 り計測出来な か つ た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6． 計 測 結 景

　第 2表 ｝tDor 三an ，第3 表 1・±天光丸の load−travel　curve で ある。 第 4表：’t 天光丸の 時間を base に とつ た

load−time 　curve で あ る。こ れ等鳳 oscillopaper 上 の 各点の 変位 を calilbration 　curve よ り荷囂 に 換算 し た

もの で あ る 。
travel は 位置 switch よ りの 信号 に 依つ た 。 写真 7 に 於て 下方に 示 して あ る数字が其 の travel

位置 で あ る 。 時間は oscillopaper 上 に描か れ る 1／50　sec ．の 線の 数よ り読 ん だ 。

了． 考 察

現在迄2 船を計測 した の み で あっ て ， 完全な 結諭 は 得 られ て い な い が

　（i） load−travel は 2 船とも略同様な傾向を辿つ て い る。

　（ii） 最大荷重 の 位置は 進水計算上 の lift　by　stern の 位置 よ り も相当遅れて い る 。 こ の 理 由と し て 考え られ

　るの は lift　by　stem 以 後の 荷重 は 1 点に か か る もの で は な く相当 の 範 囲 に 分布する もの で あつ て support 。

jng　area と関連して考えね ば な らな い 為で あ ろ う。 こ の 点 よ り考 え る な らば ， 更 に 広範囲 に 計測点を増す 必

　要 が ある。

　（iii） 併し fore　poppet 部 の 補強及 び 船台強度の 算定 1こ は 十分参考 と な る もの と 考え る ・ か つ 可成 りの 精度

　を有 し 又 安全性を考慮した 比較的簡単な装置を以て ，進水時 の 動 的 大 荷重を計測 し得 た もの と思 う。

尚 load　cell 取付に は 当造船部 ， 疋 田 弘君 ， 進水船上に 於け る計測に は 当研究部，末次一誠君の 協力 を 得た こ

と を 深く感謝す る もの で あ る。
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写真 1Load 　Cell配 線． 写 真 2　 Vaseline に て 密 封 す る．

写真 3　蓋 を か ぶ せ る Load　 CelL装 置完成． 写真 4　 Load　 Cell 装置 を Fore 　Poppet の 盤

　　　　木 の 間 に 入 れ る ．

写 真 5　 位置 Switch ． 写 真 6　右舷 Load 　Cell装置配置．左 舷 も同 様．
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写真 7　天 光 丸 Oscillo　Paper 上 の 各点 の 変 位

　　　　下 部に 示 す数字は Travel 位置 を 示す 。 縦 の 細線 の 間

　　　 隔 は 1／50sec を 示 す 。
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